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数理解析研究所講究録は，京都大学数理解析研究所の共同利用研究集会および共同

研究の記録として 1964年に刊行が開始されました．現在の共同利用共同研究拠点

(2010年発足) の前身である，全国共同利用研究所として当研究所が発足した翌年

のことでしたが，以来半世紀，毎年数十巻を刊行し，2012年には第 1800巻が刊行さ

れるに至りました．第 1巻から第 1840巻までに収録された論文数は 26,808編総頁

数は 317,199頁という膨大なものであり，最先端の数学数理科学分野の研究状況

を伝えるのみならず，我が国の数学数理科学の発展の歴史を留める文献として，

他に類例を見ない論文集となっています．

講究録の内容は当研究所のウェブサイトおよび京都大学の学術情報リポジトリにお

いても公開され，年間の総アクセス数は 1254,383回 (2012年度) を数えるなど，多

数の方にご利用いただいています．

講究録の使用言語は論文著者の判断に任されていますが，結果的に日本語が多用さ

れていることが特徴の一つとなっています．その結果，講究録は，数学数理科学

の広い領域における最先端の専門知識に母国語でアクセスできるものとして，近年

の英語化の流れの中で，重要な文献となりつつあります．

当研究所の共同利用事業に参加し講究録の論文を執筆していただいた多数の方々に

対し，講究録を大きく成長させていただいたことを深く感謝いたしますとともに，

これからも，当研究所の共同利用共同研究拠点としての活動にご参加いただき，

講究録の発展にご協力いただけますよう心よりお願い申し上げます．
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RIMS研究集会『数学ソフトウエアとその効果的教育利用に関する研究」

研究代表者 清水克彦 (東京理科大学理学研究科)

副代表者 中村泰之 (名古屋大学情報科学研究科)

記

日時 :2013年 8月 19日 (月) $13:00\sim 8$ 月 21日 (水) 12:00

場所 :京大数理解析研究所 420号室

プログラム

8月 19日 (月)

$13:00$～ $13:25$ KETpic による作図プログラミング書法について

山下哲 (木更津高専), 北原清志 (工学院大学), 前田善文 (長野高専),

碓氷久 (群馬高専), 阿原一志 (明治大学), 高遠節夫 (東邦大学)

$13:25$～ $13:50$ TeXによる動画表示とその応用について

北原清志 (工学院大学), 高遠節夫 (東邦大学)

$13:50$～ $14:15$ ワードによる教材作成と TeXによる教材作成

前田善文 (長野高専), 高遠節夫 (東邦大学)

$14:15$～ $14:35$ KETpic の埋め込みを用いたグラフ描画の指導法

阿部弘樹 (小山高専), 浜口直樹 (長野高専)

(休憩)

$14:55$～ $15:15$ 数式入カインタフエース MathTOUCH を応用したドリル型数学学習システムの開発

白井詩沙香，仲村裕子，福井哲夫 (武庫川女子大学)

15: $15\sim 15:40$ 高等学校における Studyaid D.B. の活用とその現状

西浦孝治 (福島高専), 野澤武司 (長岡高専)

$15:40$～ $16:05$ 平面上の曲線と複素数の指導におけるMathematicaの活用例

青柳美輝，平田 (河野) 典子， $O$山本修一 (日本大学)

$16:05$～ $16:30$ 高専専門学科における数学ソフトウエア導入の試み (仮題)

杉野隆三郎，太田健吾， $-\nearrow$瀬元喜，Lee Ran Thanh Thanh (阿南高専)

8月 20日 (火)-

$9:00\sim 9:25$ Cinderella.2によるフラクタルの描画とその教育利用

入谷昭 (磐田南高校)

$9:25\sim 9:50$ 動的幾何学ソフトウエアを用いた授業実践例

前田陽一 (東海大学)

$9:50$～ $10:15$ 2010年代の日本の教育用数学ソフトに必要なこと-GC/htm15の開発実践からの提言 -

飯島康之 (愛知教育大学)

$10:15$～ $10:40$ 動的幾何学ソフトにおける非ユークリッド幾何学の取り扱い方について

大西俊弘 (龍谷大学)

(休憩)

$10:55$～ $11:20$ GRAPES 講習会から見えてくる高校現場でのコンピュータの活用

友田勝久 (大阪教育大学附属高等学校), 永田ひろみ (雲雀丘学園中高等学校)

$11:20$～ $11:45$ 高等学校新課程数学科と数学ソフトウエア

大橋真也 (船橋啓明高校)



$11:45\sim 12:10$ 2次元の一次変換における動的ソフトの利用

小林一路 (河合塾)

(昼食休憩)

$13:15$～ $13:40$ 数学�「微分の考え」における 『極限を用いない微分法』を用いた指導の可能性の検討

山口直也，清水克彦 (東京理科大学)

$13:40$～ $14:05$ 数値積分を取り入れた積分法の教材開発～表計算ソフトを用いて $\sim$

渡部敬寛，清水克彦 (東京理科大学)

$14:05$～ $14:30$ CAS の利用に基づく正確な描画の利用がもたらす教育効果の検証について

金子真隆 (東邦大学), 前田善文 (長野高専), 野澤武司 (長岡高専),

濱口直樹 (長野高専), 高遠節夫 (東邦大学)

(休憩)

$14:50$～ $15:15$ 統計教材の要素と作成ツールの評価

高遠節夫 (東邦大学), 小柴俊彦 (阿南高専), 野町俊文 (弓削商船高専)

$15:15$～ $15:40$ 統計教育における動画の効果的な利用

大内俊二 (下関市立大学), 市川裕子 (東京高専),、高遠節夫 (東邦大学)

$15:40$～ $16:05$ 数学 $e$ ラーニングのための問題バンクの構築

谷口哲也 (北里大学), 中村泰之 (名古屋大学), 中原敬広 (三玄舎)

$16:05\sim 16:30$ デジタルハンドアウトから始める本当にインタラクテイブな iBooks

中原敬広 (三玄舎), 中村泰之 (名古屋大学), 曽我聡起 (北海道文教大学),

三谷正信 (千歳科学技術大学), 川名典人 (札幌国際大学)

(懇親会)

8月 21日 (水)

英語セッション

9:00 $\sim$ $9:30$ FunMath-MPSvO.1: New Mathematica PaCkage Suite for optimizating

the Learning ProcesS in FundamentalS of MathematiCs Course

Andres Iglesias $($University of Cantabria)

$9:30$～ $10:00$ On Preparing Lecture Notes augmenting the body of knowledge

Haiduke Sarafian $($Pennsylvania State University$)$

$10:00$～ $10:30$ MathematiCa Applications of Discrete Dynamical Systems

Unal Ufuktepe $($Izmir University of Economics$)$

(休憩)

$10:40$～ $11:05$ $pict2e$ を用いた Maxima版 KETpic の再実装について

深澤謙次 (呉高専), 高遠節夫 (東邦大学)

$11:05\sim 11:30$ Active learning におけるグループ評価

西谷滋人 (関西学院大学)

$11:30\sim 11:50$ 大学の数学教育における Maple の利用例

示野信一 (関西学院大学)
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